
　「在沖米海兵隊による沖縄県道104号線越え実弾射撃訓練」は、過度に
集中している沖縄の負担軽減を図るため、1997年度より日出生台を含め
全国5箇所の演習場で分散・実施されてきています。日出生台演習場は、
由布市・玖珠町・九重町の1市2町にまたがっており、その約8割を玖珠町
が占めています。これに対し、連合は1999年から日出生台における実弾射
撃訓練に反対する集会を開催してきました。今年は1月29日（土）に開催し、
コロナ禍のため自治労会館でＷｅｂ参加となりましたが、連合佐賀からは
約20名が参加しました。

　連合佐賀は1月25日（火）労福協共催のもと、連合佐賀四役・執
行委員、政策委員、地協役職員および連合関係団体・推薦議員を
対象に産別にも呼びかけ「税制度学習会」を開催しました。
　新型コロナウイルス「まん延防止等重点措置」により、連合本部か
らはオンライン学習会として経済・社会政策局の片山　銘人局長より、
「連合が求める税制改革」について説明いただき、コロナ禍を踏まえ、
テレワークの課題やマイナンバー制度の推進など税制改革のビジョ
ンなどについて学びました。
　その後、税理士法人佐賀総合会計 舘 正博公認会計士・税理士
より、「令和４年度税制改正について」講演いただき、①令和2年・3
年の確定申告の変更点、②令和4年度　税制改正大綱の主な改正
事項、③賃上げに係る税制措置の強化、④住宅ローン控除の見直
し、⑤電子帳簿保存法、⑥インボイス制度に係る見直しなどについて
説明を受けました。
　連合は引き続き、政策実現に向けた取り組みの一つとして、持続
可能で健全な経済の発展に向け、「公平・連帯・納得」の税制改革
を求め、取り組みを進めることを確認する学習会となりました。

△主催者挨拶（宮崎会長代行）

△学習会の様子△舘 正博公認会計士・税理士△（オンライン学習会） 連合本部 経済･社会政策局 片山 銘人局長

「米軍基地の整理・縮小」と「日米地位協定の抜本的見直し」を
実現する日出生台シンポジウム

2022 税制度学習会

《講演①概要》骨子
１．当面する税財政の課題
２．税財政の課題に対する連合の考え方
３．近年の税制改正の動向
４．マイナンバー制度に関する連合の考え方
《講演②概要》骨子
１．令和４年度税制改正について
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　2022年度のキャラバン出発式については、九ブロ春闘推進会議の後、鹿児島のみで開催されました。
　連合佐賀は、2月15日（火）に南部地協でフラッグの受け取りを行い、その後、2月16日（水）南部地区方面、17日（木）
北部地区方面、18日（金）東部地区方面を周回し、2022春闘の世論喚起を行いました。
　2月18日（金）鳥栖駅にて連合福岡へフラッグを引き継ぎました。

［実施時期］　2022年2月15日（火）～25日（金）
［要請機関］　県内の全10市・10町、全4労働基準監督署、全6ハローワーク
［内　　容］　春季生活闘争前段取り組みの一環として毎年実施している「自治体要請キャラバン行動」を実施しまし
た。行動には、連合佐賀四役・各地協役員・連合議員懇、自治労単組役員が参加し、各自治体をはじめ各ハローワーク
ならびに各労働基準監督署に以下の内容について、要請行動を展開しました。なお、今年度は、新型コロナウイルスの
感染拡大状況のため、最小人数で対応しました。

△長崎からのフラッグ引き継ぎ

△鹿島市／大代総務部長へ井手会長より手交 △伊万里市／深浦市長へ吉冨副会長より手交 △佐賀市／伊東副市長へ松尾副会長より手交

△福岡へのフラッグ引き継ぎ

意見交換内容 要　請　内　容
市 ・ 町
①感染拡大に伴う自治体における、企業や住
民へ相談体制と支援体制の確立について」

②「感染者への差別や偏見が生じないための
啓発活動の徹底について」

③「感染者拡大防止対策と地域の経済活動の
両立に向けた取り組みについて

労働基準監督署
①感染症により影響を受けた、事業主への事
業支援および労働者への生活支援の状況
と相談内容等

②労基署における労働相談の傾向について

ハローワーク
①管轄内での求人・採用状況と、採用後の相
談状況などの実態について

①新型コロナウイルス感染症の対策と人権を守る取り組み　②地
域の多様な主体との連携強化による産業政策と雇用創出の一体
的推進　③ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた長時間労働の
是正　④介護サービスの安定的な提供と人材確保、介護離職の
根絶　⑤子ども・子育て支援新制度の着実な実施と保育職場の
環境改善　⑥公共サービスの水準確保と公務労働者の人員確
保と会計年度任用職員の処遇改善　⑦地域医療体制の再構築

①法令違反・労働相談への対応について　②監督体制の充実・
強化　③長時間労働の是正　④すべての労働者の安全・健康
対策　⑤ブラック企業対策

①生活困窮者自立支援制度の充実に向けて　②相談態勢の充
実・強化　③若者雇用促進法を踏まえた情報開示促進　④契約
後のトラブル防止　⑤障がいを理由とする差別解消の推進

2022 春季生活闘争の取り組み
九州一周キャラバン出発式および連合佐賀の取り組み

自治体要請キャラバン行動
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［テーマ］　「STOP 雇用不安！みんなの力で職場を改善しませんか」
［実施日時］　2022年2月24日（木）～25日（金）　各日10時00分～19時00分
［相談件数］　4件
［相談内容］　１．手当等の不払いについて

・運送会社勤務で、月の無事故に対し、安全手当てが支給される制度があるが、その手当てが3年以
上支給されていない。

２．コロナに関する件
・家族の感染による対応について

［開催日時］　2022年3月２日（水）17時30分
［開催場所］　自治労会館　大会議室
［規　　模］　26名
［内　　容］　・2022 春季生活闘争情勢報告、連合佐賀の取り組み

・集会アピール採択
・団結ガンバロー三唱

全国一斉集中労働相談ホットライン全国一斉集中労働相談ホットライン全国一斉集中労働相談ホットライン全国一斉集中労働相談ホットライン

２０２２ 春季生活闘争　３．２佐賀県中央総決起集会

１．佐賀労働局への要請概要

【要請日：3月10日（木）】

［要請項目］

①労働者及び事業主への財政支援と相談体制の強化

②新型コロナウイルス関連法や働き方改革関連法等に

関する法令の周知徹底　③法令違反等に対応できる

監督体制の充実・強化　④労働行政の強化　⑤雇用

における男女平等の推進

　連合佐賀は2022 春季生活闘争の取り組みの一環として、佐賀県・佐賀労働局・経営者5団体に対し、要請行動を実
施しました。

新型コロナウイルス感染拡大により書面開催となった行事
連合佐賀第６０回（臨時）地方委員会〈2月５日（土）開催予定〉

連合佐賀議員懇談会第２５回定期総会〈2月16日（水）開催予定〉

△井手会長挨拶 △集会アピール採択：円城寺青年委員 △団結ガンバロー三唱

佐賀県・佐賀労働局・経営者5団体への要請行動佐賀県・佐賀労働局・経営者5団体への要請行動

△加藤佐賀労働局長への要請書手交
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〔労働局　意見交換〕
　連合から、2022　春季生活闘争における賃金引上げに対する期待、人への投資の必要性や「賃上げ促進税制」措
置など労働局へ周知を要請しました。労働局からは、コロナ禍における有効求人倍率など雇用情勢の説明をうけ、キャ
リアアップ助成金、訓練、スキルアップ、企業間マッチングなどの県の取り組みを中心に意見交換を行いました。

３．佐賀県への要請概要
【要請日：3月18日（金）】
［要請項目］
①新型コロナウイルス感染症の対策と人権を守る取り組み　②産業政策と雇用創出の一体的推進　③ワーク・ライフ・
バランスの実現に向けた長時間労働の是正　④介護サービスの安定的な提供と人材確保、介護離職の根絶　⑤子
ども・子育て支援制度の着実な実施と保育職場の環境整備　⑥公共サービスの水準確保と人材確保､職員の処遇改
善　⑦地域医療体制の再構築
〔佐賀県　意見交換〕
　「新型コロナウイルス感染症対策」の支援状況等の説
明を受け、コロナ禍が長期化する中、働く者、生活する者
すべての生命と雇用や生活を守るための対策を講じるこ
とや、労働者の雇用創出事業の強化、さらには技術・技
能人材の育成、相談・マッチング機能の強化を図ることな
どを中心に、意見交換を行いました。

２．経営者5団体への要請概要
【要請日：3月10日（木）】
［要請項目］
①賃金引き上げ　②最低賃金　③男女平等の推進　④育
児や介護と仕事の両立　⑤ワークルールの取り組み ⑥公契
約対策　⑦労使交渉の促進
〔各団体　意見交換〕
　各経営団体へは、賃金引き上げの趣旨、コロナ禍における
経営状況などの労使協議の推進などを要請し意見交換を行い
ました。各団体から中小企業でも濃淡があり厳しい企業は、金
融支援の資金繰りで何とかやっているが、人の流動や人手不
足を危惧していることなど、今後の情勢について共有されました。 △県商工会連合会と意見交換

△佐賀県寺島産業労働部長への要請書手交

佐賀新聞/2022.3.19
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〈3.8国際女性デー〉連合佐賀 女性委員会

3.8国際女性デーとは？
　1904年3月8日にアメリカ合衆国のニューヨークで、女性労働者が婦人参政権を要求して
デモを起こし、その後1908年3月8日には女性労働者たちが賃金改善と労働時間短縮、そし
て婦人参政権を求めて「パンとバラ」を掲げ、デモを行いました。以来この日は“女性の政治
的自由と平等のために行動する記念日”と位置づけられ、賃金・労働条件の向上を表す「パ
ン」と、女性の尊厳・人権の確保を表す「バラ」をシンボルに、世界各国で様 な々行動が展開
されています。連合は、1996年から春季生活闘争の中に国際女性デーの行動を位置づけ、
全国で統一行動を実施しています。
　なお、イタリアでは3月8日の国際女性デーはミモザの日と呼ばれています。日本では母の
日にカーネーションを贈るように、イタリアでは国際女性デーにミモザを贈る、というのが習慣
となっています。

女性委員会の取り組み
　今年度は、コロナ禍のため国際女性デーの学習会は中止し、女性委員会幹事にて連合本部主催の中央集会に
Web参加し、地方連合会代表として連合群馬と連合佐賀が活動報告を行うこととなり、東島副事務局長が報告を行い
ました。
○2022 春季生活闘争3.8国際女性デー 全国統一行動 中央集会Web
　［日時］　3月8日（火）18時15分～19時30分　
　［場所］　連合佐賀 会議室

2022年テーマ「持続可能な明日に向けて、ジェンダー平等をいま」

【3.8国際女性デーロゴ】

△芳野会長挨拶 △東島副事務局長の活動報告の様子

△国際女性デーのシンボル「バラ」を使用した嬉野紅茶を全国に紹介
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　2022年、コロナ禍のなかで各大手企業の春闘妥結が好調な結果となっている。
　要求書提出組合数も多く、要求額についても昨年を上回る要求を出している組合もあり、2022春闘は賃上げに期待が
持てそうだ。
　すべての労働者の立場にたって2022春闘、共に頑張りましょう！ （K）

佐賀県内メーデー開催日程

※規模を大幅に縮小して開催します。
　新型コロナウイルス感染拡大状況により中止となる可能性もあります。

お知らせ 詳しくは連合本部ホームページをご覧ください。

地協 地域／地区 日時 場所

東部

北部

南部

4月29日（金・祝）　10時30分

4月29日（金・祝）　10時30分

4月26日（火）       19時00分

4月29日（金・祝）　15時00分

4月29日（金・祝）　10時00分

サンメッセ鳥栖

アバンセホール

有田町生涯学習センター

唐津市文化体育館

武雄市文化会館

鳥栖・三養基

佐賀県中央、佐賀

有田

唐津・東松浦・伊万里

武雄・杵島・多久・小城・鹿島・藤津
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